
こんにちは、広報部長です。

 

先日、始業式が行われ、新学年がスタートしました。

私たち、先生にとっても、 新しい出会いの季節です。

そこで、今年度、着任されたばかりの先生方に、「愛徳生の印象」に

ついて聞いてみました。

 

まず返ってきたのが、「明るいですね」、というお答え。

びっくりされたのが、クラスの「委員決め」だそう。

前任校ではなかなか決まらない、という経験をされたそうですが、今

日は立候補が相次いで、あっという間に決まったそうです。

そう、委員や代表を決めるとき、立候補する生徒が多いんです。

 

それから、前日の清掃活動で「よく働いていた」ということ。

自分たちが普段使わない場所であっても、きびきびと清掃に励んでい

た姿が印象的なのだそうです。

 

また、講堂への入場が静かでびっくりした、というお話も。

確かに、しゃべっている生徒はいませんでしたね。

緊張もあったのかもしれませんが。

そして、私も大好きな愛徳生の一面にも気付いていただけました。

それは、配付物を手渡すとき、両手で受け取って、『ありがとう』と

言えること。 

そうなんです、テスト監督で一人ひとりに用紙を配布すると、自然と

「ありがとうございます」と言ってくれるのです。

そんな校則やルールがあるわけではないのですけど。

　　　　　　　　　　　　　　　以上、広報部長からでした。
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